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各  位                     平成17年  9月 21日 
      会 社 名  国際放映株式会社 
      代表者名 代表取締役社長 新江 幸生 

(JASDAQ・コード9604) 
問合せ先  専務取締役経理・関連会社担当 

                          相原 弘明
                                                 電    話     03-3749-7213 

 

平成18年1月期中間(連結・単独)業績予想の修正及び   

通期(連結・単独)業績予想の修正に関するお知らせ 
 

平成18年1月期(平成17年2月1日～平成18年1月31日)の業績予想について、平成17年3月25日付当社「平

成17年1月期決算短信(連結)」及び同日付当社「平成17年1月期個別財務諸表の概要」にて発表いたしまし

た業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 
1.平成18年1月期 連結業績予想数値の修正等 
(1)中間期(平成17年2月1日～平成17年7月31日) 

(単位:百万円) 
 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前回予想(A) 2,003  124 74 

今回修正(B) 1,962  151 82 

増減額(B-A) △41  27 7 

増 減 率 △2.1%  22.0% 10.7% 

 

(2)修正理由 
売上高につきましては、映像事業におけるドラマ番組は制作が当初の計画より進行が遅れたことによる

納期ずれがあり、1,962百万円と当初予想比41百万円の減収となる見込みであります。 

経常利益につきましては、制作原価の見直しと映像事業におけるコンテンツ営業及び子会社の美術制

作請負の収益の増加が加わり、グループ全体として151百万円と当初予想比27百万円増となる見込みで 

あります。 

中間純利益につきましては、82 百万円と当初予想比 7 百万円増となる見込みであります。 

 

        
 （3）通期(平成17年2月1日～平成18年1月31日) 
                                  （単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前回予想(A) 3,704 216 114 
今回修正(B)   3,897 221 121 
増減額(B-A) 192 4 6 
増 減 率 5.2% 2.0% 5.8% 
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(4) 修正理由 

売上高につきましては、映像事業において上半期に納期ずれした作品が加わることと、子会社の美術制作

請負増加が見込まれることにより、3，897百万円と当初予想比192百万円の増加になる見込みであります。 

経常利益につきましては、映像事業におけるコンテンツ営業の素材制作費の増加等があるものの、販売費

及び一般管理費の削減を見込み、グループ全体としては221百万円と当初予想比4百万円増となる見込み

であります。 

当期純利益につきましては、121百万円と当初予想比6百万円増となる見込みであります。 

 
  （5） ご参考：前期の実績(平成 16年 2月 1日～平成 17年 1月 31日) 

(単位：百万円)           

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

中間期（16/2～16/7）                1,498                133 75 

通 期（16/2～17/1）   3,259 283 151 

 
2.平成 18 年 1月期単独業績予想数値の修正等 
(1)中間期(平成 17年 2月 1日～平成 17年 7月 31 日) 

(単位:百万円) 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前回予想(A) 1,703 112 65 

今回修正(B)   1,573 156 89 

増減額(B-A) △129 43 24 

増 減 率 △7.6% 38.2% 37.0% 

                                          
(2)  修正理由 

売上高につきましては、連結業績で記載の通り映像事業のドラマ番組の納期ずれにより1,573百万円と

当初予想比129百万円減となる見込みであります。 

経常利益につきましては、映像事業におけるコンテンツ営業の利益が寄与し、156百万円と当初予想比

43百万円増となる見込みであります。 

中間純利益につきましては、89 百万円と当初予想比 24 百万円増となる見込みであります 
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(3)通期(平成 17年 2月 1日～平成 18年 1月 31日) 

(単位:百万円) 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前回予想(A) 3,019 170 89 

今回修正(B)   3,176 197 111 

増減額(B-A) 156 26 21 

増 減 率 5.2% 15.7% 24.0％ 

 

(4)修正理由 
売上高につきましては、映像事業におけるドラマ番組が当初予想より受注が見込めることと、スタジオ事業

における美術制作請負の受注が見込めることにより3,176百万円と当初予想比156百万円増となる見込みで

あります。 

経常利益は映像事業におけるコンテンツ営業の収益が寄与することにより197百万円と当初予想比26百万

円増となる見込みであります。 

当期純利益につきましては、111 百万円と当初予想比 21 百万円増となる見込みであります。              

 

(5) ご参考：前期の実績(平成 16年 2月 1日～平成 17年 1月 31日) 
                   (単位：百万円) 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

中間期（16/2～16/7）                1,225               114              60 

通 期（16/2～17/1）   2,664 262 134 

 
                                    以  上   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




